
Ⅲ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬「スピロメシフェン」の食品健康影響評価を実施した。   

14Cで標識されたスピロメシフェンを用いた動物体内運命試験の結果、ラットに経口   

投与されたスピロメシフェンの大部分が投与後24時間に速やかに排泄され、雌雄とも   

に主要排泄経路は糞中であった。最も高濃度の残留放射能は肝臓で検出された。糞中か   

らは、親化合物とMlのみが検出され、ほとんどすべてが親化合物であった。スピロメ   

シフェンはラット体内において、加水分解を受け、Mlに代謝された後、フェニル基の   

メチル基及びシクロペンチル環の水酸化、さらに酸化によりカルポン酸等に代謝され、   

尿及び胆汁中に排泄された。グルクロン酸あるいは硫酸抱合体は認められなかった。   

14Cで標識されたスピロメシフェンを用い、トマト、りんご、レタス及びわたにおけ   

る植物体内運命試験が実施された。抽出液中に認められた主要成分は親化合物であり、   

主要代謝物はMl、M2及びM9であった。スピロメシフェンの植物における代謝経路   

は、エステルの開裂によるMlの生成、続いてMlのベンゼン環のパラ位メチル基の水   

酸化によるM2の生成、さらに抱合化によるM9の生成と考えられた。スピロメシフェ   

ンの移行性はごくわずかであった。   

果実、野菜、茶等を用いて、スピロメシフェン、代謝物Ml、M2及びM9（M2のグ   

ルコース抱合体）を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。スピロメシフェ   

ンの可食部における最高値は、600gainlaで1回散布し、最終散布7日後に収穫された   

茶（荒茶）の14．8mgnigであった。また、代謝物Ml及びM2＋M9（合量）の最高値は、   

いずれも600gainlaで1回散布した茶（荒茶）であり、Mlについては、最終散布7日   

後の8．05mdkg、M2＋M9については、最終散布14日後の12．Omg瓜gであった。   

各種毒性試験結果から、スピロメシフェン投与による影響は主に肝臓、甲状腺、副腎   

及び消化管に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認   

められなかった。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をスピロメシフェン及び代謝物Ml   

と設定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表33に示されている。  
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表33 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

（mg此g体重／日）  （mg此g体重／日）   
備考   

ラット   90日間  雄：31．7   雄：204   雄：体重増加抑制等  

亜急性  雌：36．6   峰：空腸粘膜上皮細胞質空胞化等  

毒性試験   

90日間  雄：51二8   雄：123   雌雄：体重増加抑制等  

亜急性神経  雌：149  

毒性試験   

1年間慢性  雄：6．5   雄：15．9   雌雄：甲状腺ろ胞細胞肥大等  

毒性試験  雌：19．3   雌：51．7  

2年間   雄：14．8   雄：40．0   雌雄：体重増加抑制等  

発がん性  雌：53．6  

試験   （発がん性は認められない）  

親動物及び児動物  

P雄：2．2  P雄：8，8  
2世代  

P雌：3．8   P雌：14．2   （繁殖能に対する影響は認められな  

繁殖試験  Fl雄：13，2  い）  

Fl雌：4．6  Fl雌：18．0  

母動物：10   母動物：70   母動物：体重増加抑制等  

発生毒性  胎児：－   胎児：毒性所見なし  

試験  

（催奇形性は認められない）   

マウス   18カ月間  雄：3，3   雄：21．7   雌雄：副腎来状帯細胞質好酸性化等  

発がん性  雌：29．9   

試験   （発がん性は認められない）  

ウサギ   母動物：5  母動物：35  母動物：体重増加抑制等  

発生毒性    胎児：250  
試験  

胎児：－  

（催奇形性は認められない）   

イヌ   90日間  雄：9．19   雄：70．9   雌雄：小葉中心性肝細胞変化等  

亜急性  雌：71．4  

毒性試験（D   

90日間  雄：－   雄：98．4   【ヨ  

亜急性  雌：103  

毒性試験②   【   

1年間慢性  雄：11二5   雄：109   雌雄：肝細胞質均質イ打密度増加等  

毒性試験  雌：10．8   雌：117   

1）：備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  

－：無毒性畳または最小毒性量が設定できなかった。  
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食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2世代繁殖  

試験の2・2mg此g体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した  

0・022mg肱g体重／日を一日摂取許容量（AI）I）と設定した。  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

0．022mかkg体重／日  

繁殖試験  

ラット  

2世代  

混餌  

2．2mg耽g体重／日  

100  
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＜別紙1：代謝物／分解物／原体混在物略称＞  

略称   名称、化学名   

Mll）  （代謝物／原体混在物）   

4－ヒドロキシー3－（4－ヒドロキシメシチル・2，6・ジメチルーフェニル）－1－オキサースピロ［4，4レナ  
M2  

－3－エンー2－オン   

M3  4－（4－ヒドロキシー2－オキソー1・オキサスピロ【4，4］ノナ甘エンー3－イ／り－3，5－ジメチルー安息香酸   

M4  4，7－ジヒドロキシ・3・メシチルー1－オキサスピロ［4，4レナ甘エンー2－オン   

4・ヒドロキシー3－メシチルー1－オキサスピロ［4，4レニト3－エン2，7－ジオン 又は  
M5  

4－ヒドロキシー3－メシチルー1－オキサスピロ［4，4】ノナー3－エンー2，6・ジオン   

4，7・ジヒドロキシー3，4－（ヒドロキシメチルー2，6－ジメチルフェニル）一1－オキサスピロ［4，4］ノナ  
M6  

－3－エンー2一オン   

4－（4，7－ジヒドロキシー2－オキソ・1－オキサスピロ【4，4］ノナー3－エンー3イル）－3，5・ジメチルー安息  
M7  

香酸   

M8  代謝物Aのジヒドロキシエノール   

M9  代謝物Aのグルコース抱合体（4・ヒドロキシメチルグルコシド）   

MlO  1－［2－オキソ・2－（2，4，6－トリメチルーフェニ／り－アセトキシ】・シクロペンタンカルポン酸   

Mll  オキソー（2，4，6・トリメチルーフェニ／り－酢酸   

4－ヒドロキシー3・（2・ヒドロキシメチルー4，6－ジメチルフェニル）－1一オキサスピロ【4，4］ノナー3－  
M12  

エン   

スピロ［ピサイクル［4．2．0］オクタ・1，3，5－トリエンー7，3▼（2－H）－フラン］－2▼・オン，4■，5しジヒドロ  
M13  

－3，5－ジメチルー4し3，3・ジメチループチルーカルポニル・オキシ）－5■－スピローシクロペンチル   

3Hインデノ［1，2・C］フラン・3－オン，1，3a，8，8aテトラヒドロー1－スピロシクロペンチルT4，6－ジ  
M14  

メチルー8－ヒドロキシ   

MA2）   （原体混在物）   

1）：原休混在物としても存在する。  

2）：原体混在物である。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

ALD   アルドリンエポキシダーゼ   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

［＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

［＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］   

CD2b叫   T細胞表面マーカ   

CD4toね1   ヘルパーT細胞表面マーカ   

CD5toね1   T細胞表面マーカ   

Cmax   最高濃度   

Cre   クレアチニン   

チトクロムP450依存性モノオキシゲナーゼ  
ECOD  

（7－エトキシクマリンデェチラーゼ）   

EH   エポキシヒドラーゼ   

γブルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

［＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP）］   

GST   グルタチオンー針トランスフエラーゼ   

IgA   免疫グロブリンA   

IgG   免疫グロブリンG   

Lym   リンパ球数   

A【DEM   アミノピリン」Vデメチラーゼ   

Neu   好中球数   

（｝DEM   （ダニトロアニソール）ひデメチラーゼ   

P450   チトクロームP450   

TAR   総投与（処理）放射能   

TBC   チロキシンー結合能   

T．Bil   総ビリルビン   

T．Chol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

T皿皿   最高濃度到達時間   

TP   トロンポプラスチン時間   

TRR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   
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Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

UDPGT   ビリルビン抱合酵素（ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラーゼ）   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名  
試  残留値（mg／kg）  

［栽培形態］   回   公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位）  数  Ml  M2＋M9  スヒ○ロメシフェン  Ml  M2＋M9  
（回）   

合計1）  

実施年  
数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平値  合計1）  

1  0．05  0．04  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  0．05☆  0．08  0．08  0．01  0，01  0．02  0．02  0．09  
1   143SC  2                                    3  0．05  0．05  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  0．06★  0．08  0．08  ＜0．01  ＜0．01  0．03  0．03  0．09☆  

7  0．07  0．06  0．01  0．01  0．04  0．04  0．07  0．06  0．05  0．01  0．01  0．03  0．03  0．06  

1  0．13  0．12  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．13★  0．22  0．20  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．21よ  

トマト  1   
123SC  2                                    3  0．11  0．10  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．11☆  0．19  0，18  ＜0．01  ＜0．01  0．01  ・＜0．01  0．19★   

【施設】  7  0．14  0．14  0．01  0．01  0．01  0．01  0．15  0，16  0．15  ＜0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．16★  

（果実）  1  0．13  0．12  0．01  0．01  0．02  0．02  0．13  0．11  0．11  0．01  0．01  0．02  0．02  0．12   
2003年  1   358SC  2                                     3  0．13  0．12  0．01  0．01  0．03  0．03  0．13  0．07  0．07  ＜0．01  ＜0．01  0．04  0．04  0．08★  

7  0．12  0．12  0．01  0．01  0．04  0．04  0．13  0．10  0．10  0．01  0．01  0．05  0．05  ‘0．11  

0．30  0．30  0．01  0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．31  0．25  0．24  0．01  0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．25  
1  308SC  2   

7  0．29  0．29  ＜0，01  ＜0．01  0，02  0．02  0，30★  0．24  0．23  ＜0．01  ＜0．01  0．02  0．02  0．24★   

1  1．06  1．06  0．03  0．03  1．09  0．65  0，64  0．03  0．03  0．67  

1  

3  1．00  0．97  0．P3  0．03  1．00  0．76  0，74  0．03  0．03  0．77  
ミニトマト  2                                                                  7  0．92  0．90  0．03  0．03  0．93  0．61  0．60  0．03  0．03  0．63   

【施設］  375～450   14  1．02  1．01  ＜0．02  ＜0．02  1．03☆  0．67  0．66  0，02  0．02  0．68  

（果実）  SC  1  0．82  0．79  0．03  0．03  0，82  0．77  0．75  0．02  0．02  0．77   

2005年  
1  

3  0．76  0．74  0．03  0．02  0．76  0．71  0．68  0．03  0．03  0．71  

2                                                                   7  0．74  0．74  0．03  0．03  0．77  0．67  0．64  0．02  0．02  0．66  

14  0．51  0．51  0．03  0．03  0．54  0．51  0．50  0，02  0．02  0．52   

1  1．38  1．36  0．02  0．02   1．38  1．14  1．12  0．03  0．03   1．15  
ピーマン   1   2  0．94  0．81  0．79  ＜0．02  ＜0．02  0．81★   

［施設］  

375WP  
7  0．19  0．18  ＜0．02  ＜0．02  0．20★  0．18  0．18  ＜0．02  ＜0．02  0．20★  

（果実）  1  0．76  0．75  0．02  0，02   0．77  0．51  0．50  ＜0．02  ＜0．02  0．52★   
2006年  1  2  0．46★  0．54  0．52  0．02  0．02  0．54  

7  0．26  0．26  ＜0．02  ＜0．02  0．28☆  0．32  0，32  ＜0．02  ＜0．02  0．34☆   
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作物名  
試  残留値（mg／kg）  

［栽培形態】   回   公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位）  数  Ml  M2＋M9  スヒ○ロメシフェン  Ml  M2＋M9  
（回）   合計1）  合計1）  

実施年  
数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

0．60  0．56  0．10  0．10   0．66  0．46  0．46  0．08  0．08   0．54  
なす   4   0．36  0，32  0．32  0．08  0．08  0．40   

【施設】  195′～330  7  0．11  0．10  0．08  0．08  0．18  0．09  0．09  0．07  0．07  0．16  

（果実）  SC  1  0．79  0．78  0．23  0．22   1．00  0．41  0．40  0．16  0．16   0．56   

2005年  4  0．50  0．26  0．25  0．19  0．18  0．43  

7  0．13  0．12  0．10  0．10  0，22  0．12  0．12  0．08  0．08  0．20   

1  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  
すいか   2  ＜0．03  0．05  0．04  ＜0．02  ＜0．02  0．06☆   
［施設］  300へノ375  7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  

（果実）  Wi）  1  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03   

2006年  2  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  

7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  く0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03   

1  0．79  0．76  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．78☆  0．88  0．84  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．86★  

3  0．61  0．61  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．63★  0．72  0．72  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．74★  

900SC   1                                                                      7  0．70  0．68  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．70★  0．53  0．52  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．54★  
りんご   14  0．33  0．32  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．34☆  0．26  0．26  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0，28☆   
［露地】  21  0．24  0．24  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．26☆  0．25  0，24  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  ＜0，02  0．26☆  

（果実）  1  0．24  0．23  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．25★  0．36  0．35  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．37   

2004年  3  0．24  0．24  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．26☆  0．27  0．26  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  0．28  
1   750SC   1                                                                       7  0．13  0．13  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．15☆  0．11  0．10  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．12  

14  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  

21  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．03   

1  0．45  0．44  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  0．46☆  0．55  0．54  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．56☆  

3  0．33  0．30  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．32★  0．37  0．36  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．38★  

1                                                                      7  0．41  0．40  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．42★  0．40  0．4P  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．42☆  
なし   14  0．14  0．14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．16☆  0．22  0．22  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．24★   

［露地］  

750SC  
21  0．13  0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．14★  0．18  0，18  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02  0．20☆  

（果実）  1  0．32  0．31  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．33★  0．29  0．28  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．30☆   
2004年  3  0．20  0．20  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．22央  0．33  0．32  ＜0．02  ＜0．02  く0，02  ＜0．02  0．34★  

田  

14  0．18  0．18  ＜0．02  ＜0．02  0．04  0．04  0．20★  0．13  0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．14火  

21  0．13  0．12  ＜0．02  ＜0．02  0．05  0．05  0，14★  0．11  0．10  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．12★   
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作物名  
試  残留値（mg／kg）  

【栽培形態］  験 圃  回   公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位）      場  数  Ml  M2＋M9  スヒ○ロメシフェン  Ml  M2＋M9  
（回）   

合計1）  合計1）  
実施年  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

1  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  

もも   1  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03   

［露地・無袋］  7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  

（果肉）  1  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02   

2006年  3  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  

600～900   7  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．03  ＜0，01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  

SC  1  7．97  7．97  0．07  0．07  8．04  4．55  4．50  0．02  0．02   4．52  

もも   1  4．33  2．83  2．81  ＜0．02  ＜0．02  2．83★   

【露地・無袋］  7  5．34  5．32  0．05  0．04  5．36  2．09  2．08  0．02  0．02  2．10  

（果皮）  6．92  6．80  0．08  0．08   6，88  3．13  3，06  0．02  0，02   3．08   
2006年  1  1   7．48  4．48  4．39  0．04  0．04  4．43  

7  5．25  5．20  0．08  0．08  5．28  2．43  2．38  0．03  0．03  2．41   

0．48  0．50☆  
ネクタリン  1   0．48★  

［露地・無袋］  600～750   7  0．48  
（果実）  SC  1  

2006年   1  1   3  
7   

1  

すもも  1 1   3  
［露地・無袋】  450～1，050   7   

（果実）  SC  1  

2006年   1  1   3  
7   

1  2．13  2．12  ＜0．02  ＜0．02   2．14★  1，28  1，28  ＜0．02  ＜0．02   
うめ   1   1  1．33★  1．52  1．49  ＜0．02  ＜0．02  

［露地】  450～600   7  0．52  0．52  ＜0．02  く0．02  0．54★  0．71  0．69  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  SC  1  0．86  0．84  ＜0．02  ＜0．02   0．86★  0．69  0．68  ＜0．02  ＜0．02  0．70★   

2006年  1  1  0．50☆  0．44  0．42  ＜0．02  ＜0．02  0．44☆  

7  0．23  0．22  ＜0．02  ＜0．02  0，24★  0．18  0．17  ＜0．02  ＜0．02  0．19★   
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作物名  
試  残留値（mg／kg）  

［栽培形態】   回   公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位）  
数  Ml  M2＋M9  スビロメシフェン  Ml  M2＋M9  

（回）   
合計1）  

実施年  
数   

最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  合計1）                               最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

1  2．72  2．61  0．02  0．02  ＜0．02  ＜0．02  2．63  1．88  1．87  0．03  0．03  ＜0．02  ＜0．02  1．90  
3  1．95  1．90  0．04  0．04  ＜0．02  ＜0．02  1．94  2．58  2．56  0．07  0．07  ＜0．02  ＜0．02  2．63  

おうとう   1  

【施設］  
750SC  

14  1．28  1．27  0．39  0．39  0．09  0．09  1．66  1．54  1．50  0，44  0．43  0．09  0．09  1．93  
（果実）  1  2．67  2．64  0．02  0，02  ＜0．02  ＜0．02  2．66  2．00  1．90  0．02  0．02  ＜0．02  ＜0．02  1．92   
2004年  

1  

3  0．89  0．88  0．03  0，03  ＜0．02  ＜0．02  0．91  0．91  0．88  0．03  0．03  ＜0．02  ＜0．02  0．91  
1  

14  0．77  0．77  0．20  0．19  0．05  0．05  0．96  0．86  0．84  0．23  0．22  0．05  0．0∈i  1．06   
茶   

1  

7  14．8  14．7  6．26  6．23  5．94  5．91  21．0  13．7  13．6  8．05  7．88  5．76  5．73  21．5   
【露地】  1  

（荒茶）  
1   

7  2．86  2．84  3．55  3．52  4．20  4．13  6．4  2．89  2．73  3．75  3．67  3．89  3．82  6．4   
2004年  1                                     14  0．92  0，92  2．49  2．48  8．71  8，65  3．4  0．64  0．63  2．88  2．80  7．96  7．94  3．4   

600SC  
茶  0．13  

［露地】  1  7 14  ／  ／  ／  ／  ／  ／  ／  ＜0．05   

（浸出液）  

2004年   6  7 14  ／／／／／／／ 
1）スピロメシフェン及びMlの平均値の合計値。  

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用から収穫までの日数、SC：フロアブル、WP：水和剤  
・一部に定量限界未満を含むデータの合計を計算する場合は定量限界値を検出したものとして計算し、☆印を付した。  
・すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均に＜を付して記載した。  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

残留値  

作物名   （mg耽∂               平均 摂取量   ぼ   摂取量   ぼ   摂取量   ぼ   摂取量  
（g／人／日）  （p釘人／日）  （g／人ノ日）  （いg／人ノ日）  （釘人／日）  （一打人／日）  （g／人／目）  （ドg／人ノ日）   

トマト   1．09   24．3   26，5   16．9   18．4   24．5   26．7   18．9   20．6   

ピーマン  1．38   4．4   6．1   2   2．8   1．9   2．6   3．7   5．1   

なす   1．00   4 4．0   0．9   0．9   3．3   3．3   5．7   5．7   

すいか   0．06   0．1   0．0   0．1   0．0   0．1   0．0   0．1   0．0   

りんご   0．86   35．3   30．4   36．2   31．1   30．0   25．8   35．6   30．6   

なし   0．56   5．1   2．9   4．4   2．5   5．3   3．0   5．1   2．9   

ネクタリン  0．50   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   

すもも   0．24   0．2   0．1   0．1   0．0   1．4   0．3   0．2   0．1   

うめ   2．14   1．1   2．4   0．3   0．6   1．4   3．0   1．6   3．4   

おうとう  2．66   0．1   0．3   0．1   0．3   0．1   0．3   0．1   0．3   

茶   21．5   3．0   64．5   1．4   30．1   3．5   75．3   4．3   92．5   

合計     ／  137．3    ／  86．8    ／  140．4    ／  161．3   
注）・残留値は、申請されている使用時期・回数による各試験区のスピロメシフェン及び代謝物Mlの含  

量の最大値を用いた（別紙3参照）。   

・「也：平成10～12年の国民栄養諏査（参照糾へづ6）の結果に基づく農産物摂取量紗人／日）。   

・「摂取量」：残留値及び農産物摂取量から求めたスピロメシフェン及び代謝物Mlの推定摂取量（ドか  

人ノ日）。   

・トマトの残留値はミニトマトの値を用いた。   

・ももは、可食部（果肉）における全データが定量限界未満であったため、摂取量の計算はしていな  

い。  
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